A Note on Taxi Fare Regulation and Competition by 根岸 哲
タクシー運賃の規制と競争に係る覚書
著者 根岸 哲
出版者 法学志林協会
雑誌名 法学志林
巻 116
号 2・3
ページ 21-32
発行年 2019-02-22
URL http://doi.org/10.15002/00023109
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
（
根
岸
）
二
一
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
根
　
岸
　
　
　
哲
は
じ
め
に
　
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
と
の
関
係
は
、
昭
和
二
六
年
の
道
路
運
送
法
制
定
以
来
、
変
遷
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
、
平
成
二
一
年
の
旧
特
措
法
（
特
定
地
域
及
び
準
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
及
び
平
成
二
五
年
の
新
特
措
法
の
制
定
以
降
、
特
に
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
が
競
争
を
排
除
さ
せ
る
方
向
に
大
き
く
舵
が
切
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
向
に
抗
し
て
運
賃
競
争
を
試
み
続
け
よ
う
と
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
動
き
も
残
っ
て
い
た）（
（
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
運
賃
競
争
を
試
み
続
け
よ
う
と
し
た
動
き
を
、
数
少
な
い
が
、
裁
判
所
へ
の
意
見
書
提
出）（
（
を
通
じ
て
支
援
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
で
あ
る）（
（
。
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
二
二
Ⅰ
　
道
路
運
送
法
上
の
運
賃
の
認
可
制
と
競
争
　
タ
ク
シ
ー
運
賃
は
、
元
来
、
道
路
運
送
法
上
、
国
土
交
通
大
臣
（
旧
運
輸
大
臣
）
の
認
可
制
の
下
に
あ
る
が
、
そ
の
認
可
基
準
に
は
変
遷
が
あ
っ
た
。
　
平
成
一
二
年
の
道
路
運
送
法
改
正
の
前
ま
で
は
、
認
可
基
準
（
旧
八
条
二
項
→
旧
九
条
二
項
）
は
、
⑴
「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
を
償
い
、
か
つ
、
適
正
な
利
潤
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
」、
⑵
「
特
定
の
旅
客
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
」、
⑶
「
旅
客
の
運
賃
及
び
料
金
を
負
担
す
る
能
力
に
か
ん
が
み
、
旅
客
が
当
該
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」、
お
よ
び
⑷
「
他
の
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
（
筆
者
注
：
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
ほ
か
バ
ス
事
業
者
を
含
む
）
と
の
間
に
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
⑴
の
基
準
は
認
可
運
賃
の
下
限
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
般
的
な
規
制
緩
和
の
流
れ
を
受
け
て
、
平
成
一
二
年
の
道
路
運
送
法
改
正
で
は
、
旧
九
条
は
、
九
条
の
三
と
な
り
、
第
二
項
の
認
可
基
準
の
上
記
⑴
が
「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
改
正
さ
れ
、
認
可
運
賃
の
上
限
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
認
可
基
準
⑶
は
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
⑴
の
認
可
基
準
は
、
さ
ら
に
、
タ
ク
シ
ー
事
業
の
規
制
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
平
成
二
一
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
特
措
法
に
よ
っ
て
、
当
分
の
間
、「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
読
み
替
え
ら
れ
る
に
至
り
、
運
賃
認
可
の
下
限
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
元
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
道
路
運
送
法
上
の
タ
ク
シ
ー
事
業
の
運
賃
認
可
制
は
、
自
由
な
運
賃
競
争
に
制
限
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
運
賃
競
争
を
容
認
す
る
の
み
な
ら
ず
、
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
運
賃
競
争
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
（
根
岸
）
二
三
し
て
い
る
。
運
賃
の
認
可
申
請
は
、
個
々
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
ご
と
に
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
認
可
基
準
⑴
は
、「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
て
も
、「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
ご
と
に
判
断
す
る
こ
と
が
、
予
定
さ
れ
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
認
可
基
準
⑶
は
、「
他
の
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
（
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
ほ
か
バ
ス
事
業
者
を
含
む
）
と
の
間
に
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
定
め
、
運
賃
競
争
が
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
事
業
者
団
体
が
、
構
成
事
業
者
の
運
賃
引
上
げ
に
つ
き
認
可
申
請
の
内
容
を
決
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
構
成
事
業
者
に
認
可
申
請
さ
せ
る
こ
と
は
、
構
成
事
業
者
の
機
能
又
は
活
動
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
独
占
禁
止
法
八
条
四
号
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
（「
事
業
者
団
体
の
活
動
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
指
針
」（
公
正
取
引
委
員
会
　
平
成
七
年
一
〇
月
三
〇
日
最
新
改
正
平
成
二
二
年
一
月
一
日
）
一
二
─
一
）。
Ⅱ
　
行
政
運
用
に
よ
る
運
賃
競
争
の
制
限
一
　「
同
一
地
域
同
一
運
賃
」
の
原
則
　
以
上
の
よ
う
に
、
道
路
運
送
法
上
の
運
賃
認
可
制
と
い
う
建
前
の
下
で
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
運
賃
競
争
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
運
輸
省
に
お
い
て
は
、
道
路
運
送
法
施
行
以
来
、
長
期
に
わ
た
り
、
道
路
運
送
法
上
の
運
賃
認
可
制
に
係
る
行
政
運
用
に
お
い
て
、「
同
一
地
域
同
一
運
賃
」
の
原
則
を
採
用
し
、
同
一
地
域
で
は
同
一
運
賃
の
認
可
申
請
以
外
は
受
け
付
け
ず
、
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
二
四
タ
ク
シ
ー
事
業
者
間
の
運
賃
競
争
を
事
実
上
排
除
し
て
き
た
。
　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
五
七
年
三
月
、
エ
ム
ケ
イ
・
タ
ク
シ
ー
が
単
独
で
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
値
下
げ
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
八
年
五
月
、
旧
大
阪
陸
運
局
長
が
、
単
独
で
の
値
下
げ
申
請
そ
れ
自
体
を
理
由
と
し
て
申
請
を
却
下
し
た
。
そ
こ
で
、
エ
ム
ケ
イ
・
タ
ク
シ
ー
が
、
申
請
却
下
処
分
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
大
阪
地
裁
に
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
地
裁
は
、「
同
一
地
域
同
一
運
賃
」
の
原
則
の
採
用
に
基
づ
き
単
独
の
値
下
げ
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
は
道
路
運
送
法
上
違
法
で
あ
り
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
（
昭
和
六
〇
年
一
月
三
一
日
判
決）（
（
）。
旧
大
阪
陸
運
局
長
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
控
訴
し
た
が
、
大
阪
高
裁
で
事
実
上
の
「
和
解
」
に
よ
り
事
件
は
終
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
同
一
地
域
同
一
運
賃
」
の
原
則
に
基
づ
く
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
認
可
申
請
と
認
可
と
い
う
行
政
運
用
は
廃
止
さ
れ
た
。
二
　
自
動
認
可
運
賃
制
度
の
採
用
　
し
か
し
、
そ
の
後
、
平
成
九
年
以
降
、
旧
運
輸
省
は
、
行
政
運
用
上
の
措
置
と
し
て
、
個
別
事
業
者
の
原
価
計
算
書
類
等
を
個
別
に
審
査
せ
ず
、
申
請
が
出
さ
れ
れ
ば
自
動
的
に
認
可
す
る
運
賃
水
準
の
上
限
と
下
限
の
幅
（
一
〇
％
）
を
、
あ
ら
か
じ
め
自
動
認
可
運
賃
と
し
て
設
定
す
る
方
式
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
自
動
認
可
運
賃
制
度
の
採
用
は
、
一
定
の
幅
を
認
め
る
も
の
の
、
か
っ
て
の
「
同
一
地
域
同
一
運
賃
」
の
原
則
の
事
実
上
の
再
来
な
い
し
焼
き
直
し
の
よ
う
に
み
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
平
成
二
一
年
八
月
に
公
表
さ
れ
た
国
土
交
通
省
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
制
度
研
究
会
『
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
今
後
の
審
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
』
は
、
自
動
認
可
運
賃
制
度
の
採
用
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　「
道
路
運
送
法
で
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
運
賃
等
の
設
定
は
個
別
申
請
、
個
別
認
可
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
膨
大
な
数
の
事
業
者
が
存
在
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
事
業
者
の
運
賃
を
個
別
に
審
査
し
、
そ
の
適
否
を
個
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
（
根
岸
）
二
五
別
に
判
断
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で
あ
り
、
集
合
的
に
処
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
タ
ク
シ
ー
事
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、
行
政
運
用
上
の
措
置
と
し
て
、
個
別
事
業
者
の
原
価
計
算
書
類
等
を
個
別
に
審
査
せ
ず
、
申
請
が
出
さ
れ
れ
ば
自
動
的
に
認
可
す
る
運
賃
水
準
の
上
限
と
下
限
の
幅
等
を
、
あ
ら
か
じ
め
『
自
動
認
可
運
賃
』
と
し
て
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
自
動
認
可
運
賃
は
、
本
来
、
行
政
に
お
い
て
、
当
該
運
賃
が
、
個
別
事
業
者
の
審
査
を
省
略
し
た
と
し
て
も
、
道
路
運
送
法
第
九
条
の
三
第
二
項
に
定
め
る
運
賃
等
の
認
可
の
基
準
に
適
合
す
る
と
合
理
的
に
推
認
し
う
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
運
用
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。」（
三
頁
）。
ま
た
、「
自
動
認
可
運
賃
と
し
て
容
認
し
う
る
幅
は
、
地
域
や
そ
の
と
き
の
経
済
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
幅
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
自
動
認
可
運
賃
が
、
①
『
適
正
な
原
価
』
に
『
適
正
な
利
潤
』
を
加
え
た
も
の
と
い
え
る
水
準
で
あ
る
こ
と
、
②
『
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
』
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
各
地
域
に
お
い
て
標
準
的
、
能
率
的
な
経
営
を
行
う
事
業
者
の
実
績
値
に
基
づ
き
自
動
認
可
運
賃
の
下
限
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
自
動
認
可
運
賃
の
上
限
は
、
各
地
域
に
お
い
て
標
準
的
、
能
率
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
複
数
事
業
者
の
全
体
の
収
支
が
償
う
水
準
の
運
賃
と
い
う
考
え
方
で
設
定
し
て
い
る
が
、
下
限
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
の
う
ち
で
も
、
他
の
事
業
者
に
比
べ
、
特
に
“
効
率
的
な
経
営
”
を
行
っ
た
場
合
に
収
支
が
償
う
水
準
の
運
賃
と
い
う
考
え
方
で
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。」（
四
頁
）。
　
し
か
し
、
自
動
認
可
運
賃
の
下
限
を
下
回
る
運
賃
で
あ
る
下
限
割
れ
運
賃
で
あ
っ
て
も
、
道
路
運
送
法
上
の
認
可
基
準
を
満
た
す
限
り
は
認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
法
律
上
の
建
前
で
あ
る
。
　
上
掲
『
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
今
後
の
審
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
』
は
下
限
割
れ
運
賃
の
認
可
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　「
下
限
割
れ
運
賃
の
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
過
度
な
低
額
運
賃
競
争
を
引
き
起
こ
し
、
安
全
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
通
じ
て
利
用
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
な
い
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
、
特
に
慎
重
な
審
査
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
下
限
割
れ
運
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
二
六
賃
に
つ
い
て
は
、
自
動
認
可
運
賃
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
、
個
別
の
申
請
ご
と
に
、
当
該
運
賃
が
、
道
路
運
送
法
第
九
条
の
三
第
二
項
に
定
め
る
運
賃
等
の
認
可
の
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
を
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
判
断
に
際
し
て
、
従
来
は
、
当
該
運
賃
が
、
主
に
同
項
第
三
号
の
『
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
』
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
を
用
い
て
審
査
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
運
用
と
し
て
、
通
達
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
適
正
利
潤
を
除
い
た
収
支
率
が
一
〇
〇
％
以
上
で
あ
る
こ
と
を
認
可
の
基
準
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
般
、
タ
ク
シ
ー
適
正
化
活
性
化
法
（
筆
者
注
：
旧
特
措
法
）
の
附
則
に
お
い
て
道
路
運
送
法
第
九
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
基
準
が
読
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
（
筆
者
注
：
「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」）
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
後
の
運
用
と
し
て
は
、
そ
れ
が
『
適
正
な
原
価
』
に
『
適
正
な
利
潤
』
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。」。
　
こ
の
よ
う
に
、
下
限
割
れ
運
賃
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
運
輸
当
局
と
し
て
特
に
厳
し
い
態
度
で
臨
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
Ⅲ
　
自
動
認
可
運
賃
に
係
る
行
政
指
導
と
独
占
禁
止
法
─
新
潟
タ
ク
シ
ー
運
賃
カ
ル
テ
ル
事
件
　
以
上
の
よ
う
に
、
道
路
運
送
法
上
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
認
可
に
係
る
行
政
運
用
と
し
て
採
用
す
る
自
動
認
可
運
賃
の
仕
組
み
の
下
で
も
、
自
動
認
可
運
賃
の
下
限
を
下
回
る
運
賃
で
あ
る
下
限
割
れ
運
賃
の
認
可
申
請
及
び
認
可
が
あ
り
得
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
運
輸
当
局
は
、
下
限
割
れ
運
賃
の
出
現
を
歓
迎
せ
ず
、
極
力
、
同
一
地
域
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
運
賃
を
す
べ
て
自
動
認
可
運
賃
の
範
囲
に
収
め
る
べ
く
行
政
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
新
潟
タ
ク
シ
ー
運
賃
カ
ル
テ
ル
事
件
は
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
　
本
件
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
お
い
て
、
新
潟
交
通
圏
で
約
八
一
％
の
市
場
シ
ェ
ア
を
占
め
る
法
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
二
六
社
が
、
遅
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
（
根
岸
）
二
七
く
と
も
平
成
二
二
年
二
月
二
〇
日
ま
で
に
、
数
回
の
会
合
を
通
じ
て
、
小
型
車
、
中
型
車
、
大
型
車
及
び
特
定
大
型
車
の
距
離
制
運
賃
、
時
間
制
運
賃
、
時
間
距
離
併
用
制
運
賃
及
び
待
料
金
を
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
日
付
け
で
改
定
さ
れ
た
新
自
動
認
可
運
賃
に
お
け
る
一
定
の
運
賃
区
分
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
運
賃
等
と
す
る
旨
の
合
意
を
し
実
施
し
て
い
た
と
し
て
、
平
成
二
三
年
一
二
月
二
一
日
、
排
除
措
置
命
令
と
課
徴
金
納
付
命
令
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
一
五
社
が
審
判
請
求
を
行
っ
た
が
、
平
成
二
七
年
二
月
二
七
日
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
り
請
求
棄
却
審
決
が
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
被
審
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
一
一
社
は
、
審
決
取
消
請
求
訴
訟
を
東
京
高
裁
に
提
起
し
た
。
し
か
し
、
東
京
高
裁
は
、
平
成
二
八
年
九
月
二
日
、
請
求
を
棄
却
す
る
判
決
を
下
し
た）（
（
。
　
本
件
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
被
審
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
、
本
件
合
意
は
新
潟
運
輸
支
局
等
か
ら
の
行
政
指
導
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
で
あ
る
。
公
正
取
引
委
員
会
も
裁
判
所
も
、
新
潟
運
輸
局
等
か
ら
の
働
き
か
け
が
強
制
な
い
し
強
圧
的
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
認
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
新
潟
運
輸
局
等
か
ら
新
自
動
認
可
運
賃
へ
の
移
行
を
促
す
行
政
指
導
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
、
下
限
割
れ
運
賃
を
認
め
ず
、
自
動
認
可
運
賃
の
範
囲
へ
の
移
行
を
法
律
上
強
制
で
き
る
仕
組
み
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
の
が
平
成
二
五
年
の
新
特
措
法
に
基
づ
く
公
定
幅
運
賃
制
度
で
あ
っ
た
。
Ⅳ
　
新
特
措
法
に
よ
る
公
定
幅
運
賃
制
度
　
平
成
二
五
年
に
議
員
立
法
に
よ
り
旧
特
措
法
が
改
正
さ
れ
成
立
し
た
新
特
措
法）（
（
は
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
規
制
を
競
争
を
排
除
す
る
方
向
に
さ
ら
に
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
新
特
措
法
一
六
条
は
、
ま
ず
、
一
項
で
、
国
土
交
通
大
臣
（
地
方
運
輸
局
長
）
は
、
そ
の
指
定
地
域
（
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
供
給
過
剰
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
二
八
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
等
の
特
定
地
域
又
は
準
特
定
地
域
）
に
お
い
て
組
織
さ
れ
る
協
議
会
（
関
係
自
治
体
の
長
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
運
転
者
の
団
体
、
地
域
住
民
等
か
ら
組
織
さ
れ
る
。）
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
地
域
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
範
囲
を
指
定
し
（
こ
れ
を
以
下
「
公
定
幅
運
賃
」
と
い
う
。）、
当
該
運
賃
の
範
囲
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
。
二
項
で
、
一
項
に
よ
り
指
定
す
る
運
賃
の
範
囲
は
、
⑴
能
率
的
な
経
営
を
行
う
標
準
的
な
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
行
う
タ
ク
シ
ー
事
業
に
係
る
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
運
賃
を
標
準
と
す
る
こ
と
、
⑵
特
定
の
旅
客
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
⑶
道
路
運
送
法
九
条
六
項
三
号
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
（
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、
バ
ス
事
業
者
を
含
む
。）
の
間
に
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
。
　
新
特
措
法
一
六
条
の
三
は
、
一
六
条
一
項
の
運
賃
の
範
囲
が
適
用
さ
れ
た
指
定
地
域
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
事
業
に
係
る
旅
客
の
運
賃
に
は
、
道
路
運
送
法
九
条
の
三
が
定
め
る
運
賃
認
可
制
を
適
用
し
な
い
と
定
め
る
。
そ
し
て
、
新
特
措
法
一
六
条
の
四
は
、
第
一
項
に
お
い
て
、
一
六
条
一
項
に
よ
り
運
賃
の
範
囲
が
公
表
さ
れ
た
指
定
地
域
に
営
業
所
を
有
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
当
該
運
賃
の
範
囲
の
適
用
後
に
当
該
指
定
地
域
に
お
い
て
行
う
タ
ク
シ
ー
事
業
に
係
る
旅
客
の
運
賃
を
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
六
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
、
一
六
条
の
四
第
一
項
の
運
賃
は
指
定
地
域
に
つ
い
て
一
六
条
一
項
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
運
賃
の
範
囲
内
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
一
六
条
の
四
第
三
項
は
、
国
土
交
通
大
臣
（
地
方
運
輸
局
長
）
は
、
第
一
項
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
運
賃
が
、
第
二
項
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
そ
の
運
賃
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
。
さ
ら
に
、
一
七
条
の
三
第
一
項
は
、
国
土
交
通
大
臣
（
地
方
運
輸
局
長
）
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
本
法
に
基
づ
く
命
令
等
に
違
反
し
た
と
き
は
、
輸
送
施
設
の
使
用
停
止
、
タ
ク
シ
ー
事
業
の
停
止
又
は
許
可
の
取
消
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
。
　
国
土
交
通
省
（
地
方
運
輸
局
）
は
、
新
特
措
法
上
の
運
賃
の
範
囲
を
指
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
道
路
運
送
法
上
の
自
動
認
可
運
賃
の
範
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
（
根
岸
）
二
九
囲
を
そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
下
限
割
れ
運
賃
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
制
度
趣
旨
と
法
的
効
果
の
全
く
異
な
る
公
定
幅
運
賃
制
度
と
自
動
認
可
運
賃
制
度
の
二
つ
の
制
度
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
道
路
運
送
法
九
条
の
三
第
二
項
が
定
め
る
基
準
─
「
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」、「
特
定
の
旅
客
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
」、「
他
の
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
と
の
間
に
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
─
に
適
合
す
る
下
限
割
れ
運
賃
は
、
元
来
、
新
特
措
法
一
六
条
二
項
が
定
め
る
基
準
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
下
限
割
れ
運
賃
を
新
特
措
法
上
の
運
賃
の
指
定
範
囲
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
土
交
通
省
（
地
方
運
輸
局
）
は
、
下
限
割
れ
運
賃
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
事
業
を
営
む
事
業
者
（
以
下
「
下
限
割
れ
事
業
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
自
動
認
可
運
賃
の
範
囲
、
す
な
わ
ち
新
特
措
法
上
の
運
賃
の
指
定
範
囲
に
入
る
よ
う
運
賃
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
行
政
指
導
、
勧
告
等
を
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
下
限
割
れ
事
業
者
の
中
に
は
、
運
賃
を
自
動
認
可
運
賃
の
範
囲
に
変
更
し
て
国
土
交
通
省
（
地
方
運
輸
局
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
、
新
特
措
法
に
基
づ
く
運
賃
の
範
囲
の
指
定
に
反
し
、
運
賃
変
更
命
令
の
対
象
と
な
り
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
輸
送
施
設
の
使
用
停
止
、
事
業
許
可
の
停
止
・
取
消
等
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
命
令
の
仮
の
差
止
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
本
案
で
も
当
該
命
令
の
差
止
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
す
る
者
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
、
公
定
幅
運
賃
の
範
囲
を
指
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
動
認
可
運
賃
制
度
の
下
で
適
法
に
タ
ク
シ
ー
事
業
を
営
ん
で
き
た
下
限
割
れ
事
業
者
の
具
体
的
利
益
、
経
営
実
態
あ
る
い
は
原
価
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
ら
を
考
慮
の
外
に
お
い
て
お
り
、
新
特
措
法
に
基
づ
く
公
定
幅
運
賃
の
範
囲
指
定
は
裁
量
権
の
逸
脱
濫
用
と
な
る
と
判
示
し
て
い
る）（
（
。
こ
の
結
果
、
下
限
割
れ
事
業
者
は
、
従
来
通
り
下
限
割
れ
運
賃
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
事
業
を
営
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
で
一
件
落
着
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
国
土
交
通
省
が
、
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
一
日
、
公
定
幅
運
賃
の
範
囲
指
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
三
〇
定
を
裁
量
権
の
逸
脱
濫
用
と
判
示
し
た
大
阪
高
裁
判
決
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、「
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
利
便
性
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
下
限
割
れ
事
業
者
が
存
在
す
る
地
域
に
お
い
て
、
下
限
割
れ
事
業
者
の
経
営
実
態
を
考
慮
し
つ
つ
、
下
限
運
賃
の
見
直
し
を
行
い
」、
公
定
幅
運
賃
の
範
囲
を
拡
大
し
、
下
限
運
賃
を
引
き
下
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
阪
で
あ
れ
ば
、
当
初
、
中
型
車
初
乗
り
二
・
〇
㎞
上
限
六
八
〇
円
下
限
六
六
〇
円
で
あ
っ
た
の
を
、
下
限
を
六
四
〇
円
に
引
き
下
げ
、
神
戸
で
あ
れ
ば
、
当
初
、
中
型
車
初
乗
り
一
・
八
㎞
上
限
六
八
〇
円
下
限
六
五
〇
円
で
あ
っ
た
の
を
、
下
限
を
六
三
〇
円
に
引
き
下
げ
た
か
ら
で
あ
る）（
（
。
　
こ
の
よ
う
な
国
土
交
通
省
に
よ
る
見
直
し
に
よ
っ
て
も
、
公
定
幅
運
賃
制
度
の
下
限
は
自
動
認
可
運
賃
制
度
の
下
で
の
下
限
割
れ
運
賃
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
限
割
れ
事
業
者
は
、
従
来
通
り
の
下
限
割
れ
運
賃
に
よ
っ
て
営
業
を
営
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
見
直
し
に
お
い
て
、
道
路
運
送
法
上
の
認
可
基
準
に
適
合
し
、
新
特
措
法
の
運
賃
範
囲
の
指
定
基
準
に
も
適
合
し
て
い
る
下
限
割
れ
事
業
者
の
経
営
実
態
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
見
直
し
に
よ
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
下
限
割
れ
事
業
者
の
排
除
を
専
ら
の
目
的
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
運
賃
範
囲
の
指
定
が
依
然
と
し
て
裁
量
権
の
逸
脱
濫
用
を
構
成
す
る
こ
と
に
も
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
国
土
交
通
省
は
、
下
限
割
れ
事
業
者
の
経
営
実
態
を
考
慮
し
つ
つ
下
限
運
賃
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
公
定
幅
運
賃
の
範
囲
指
定
は
裁
量
権
の
逸
脱
濫
用
と
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
限
割
れ
事
業
者
に
お
い
て
、
公
定
幅
運
賃
の
範
囲
指
定
に
従
わ
ず
、
下
限
割
れ
運
賃
で
の
営
業
を
継
続
し
、
運
賃
変
更
命
令
、
輸
送
施
設
使
用
停
止
命
令
、
事
業
許
可
の
停
止
・
取
消
等
に
抗
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
は
、
従
来
以
上
に
高
く
な
っ
た
と
感
じ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
そ
の
行
方
は
著
し
く
不
透
明
で
あ
る）（
（
。
お
わ
り
に
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
覚
書
（
根
岸
）
三
一
　
新
特
措
法
附
則
一
七
条
は
、「
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。」
と
定
め
る
。
　
新
特
措
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
施
行
後
、
そ
の
目
的
の
中
核
を
占
め
る
タ
ク
シ
ー
の
供
給
過
剰
解
消
の
た
め
に
、
独
禁
法
の
適
用
除
外
と
い
う
特
例
の
下
で
、
指
定
地
域
ご
と
に
官
民
挙
げ
た
強
力
な
供
給
削
減
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
の
供
給
過
剰
解
消
対
策
な
い
し
供
給
削
減
対
策
そ
れ
自
体
の
当
否
は
と
も
か
く
、
そ
の
対
策
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
新
特
措
法
の
必
要
性
と
相
当
性
に
つ
い
て
廃
止
を
含
め
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
新
特
措
法
は
、
あ
く
ま
で
も
特
別
措
置
法
で
あ
っ
て
、
恒
久
法
で
は
な
い
。
【
注
】
（
（
）　
阿
部
泰
隆
「
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法
（
二
〇
一
三
年
）
の
違
憲
性
・
違
法
性
─
特
に
公
定
幅
運
賃
、
減
車
命
令
に
つ
い
て
─
」
判
例
時
報
二
三
〇
二
号
一
三
頁
で
、
そ
の
動
き
が
包
括
的
に
示
さ
れ
、
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
規
制
と
特
に
憲
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
包
括
的
に
検
討
を
加
え
る
も
の
に
棟
居
快
行
「
憲
法
訴
訟
の
実
践
と
理
論
［
第
四
回
］
─
タ
ク
シ
ー
事
業
に
お
け
る
運
賃
設
定
の
自
由
と
規
制
─
」
判
例
時
報
二
三
三
一
号
三
頁
が
あ
る
。
（
（
）　
い
ず
れ
も
エ
ム
ケ
イ
・
タ
ク
シ
ー
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
っ
て
旧
大
阪
陸
運
局
長
に
よ
る
「
同
一
地
域
同
一
運
賃
の
原
則
」
に
基
づ
く
単
独
値
下
げ
認
可
申
請
却
下
処
分
が
道
路
運
送
法
上
違
法
で
あ
る
と
す
る
意
見
書
（
昭
五
九
・
一
一
・
一
四
付
け
）
を
大
阪
地
裁
に
提
出
し
た
（
大
阪
地
判
昭
六
〇
・
一
・
三
一
）
こ
と
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
、
例
え
ば
、
九
州
運
輸
局
長
に
よ
る
福
岡
地
区
で
新
規
参
入
す
る
に
際
し
て
の
運
賃
不
認
可
処
分
が
道
路
運
送
法
上
違
法
で
あ
る
と
す
る
意
見
書
（
平
二
二
・
四
・
一
八
付
け
）
を
福
岡
地
裁
に
提
出
し
（
福
岡
地
決
平
二
二
・
五
・
一
二
）、
近
畿
運
輸
局
長
に
よ
る
公
定
幅
運
賃
の
範
囲
の
指
定
が
道
路
運
送
法
上
裁
量
逸
脱
・
濫
用
、
憲
法
違
反
を
構
成
す
る
と
す
る
意
見
書
（
平
二
六
・
八
・
五
付
け
）
を
大
阪
高
裁
、
大
阪
地
裁
に
提
出
し
た
（
大
阪
高
決
平
二
七
・
一
・
七
、
大
阪
地
判
平
二
八
・
九
・
一
五
）。
（
（
）　
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
規
制
と
競
争
に
係
る
よ
り
広
い
観
点
ら
の
検
討
が
、
す
で
に
舟
田
正
之
「
道
路
運
送
法
と
独
占
禁
止
法
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
の
低
額
運
賃
規
制
」
根
岸
古
稀
祝
賀
『
競
争
法
の
理
論
と
課
題
』（
有
斐
閣
　
平
成
二
五
年
）
四
九
七
頁
、
渡
辺
昭
成
「
タ
ク
シ
ー
事
業
に
対
す
る
運
賃
規
制
お
よ
び
参
入
・
増
車
規
制
の
問
題
点
」
舟
田
先
生
古
稀
祝
賀
『
経
済
法
の
現
代
的
課
題
』（
有
斐
閣
　
平
成
二
七
年
）
五
九
一
頁
な
ど
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
三
二
（
（
）　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
認
可
制
と
『
同
一
地
域
同
一
運
賃
』
の
原
則
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
三
号
（
昭
六
〇
・
四
）（『
規
制
産
業
の
経
済
法
研
究
第
Ⅱ
巻
』
第
Ⅳ
章
に
収
録
）。
（
（
）　
本
判
決
の
解
説
・
評
釈
は
、
拙
稿
・
速
判
解
二
〇
号
二
五
九
頁
、
沢
田
克
己
・
公
正
取
引
七
九
六
号
六
四
頁
、
柳
武
史
・
平
成
二
八
年
度
重
判
解
二
六
四
頁
、
舟
田
正
之
・
ジ
ュ
リ
一
五
〇
四
号
一
〇
七
頁
、
泉
水
文
雄
・
経
済
法
判
例
・
審
決
百
選
三
一
事
件
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
三
四
号
六
四
頁
。
（
（
）　
新
特
措
法
の
制
定
経
緯
と
概
要
に
つ
い
て
、
瓦
林
康
人
「
議
員
立
法
で
成
立
し
た
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法
等
の
概
要
に
つ
い
て
」
運
輸
政
策
研
究
一
七
巻
夏
四
〇
頁
。
（
（
）　
例
え
ば
、
ワ
ン
コ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
事
件
大
阪
高
判
平
二
八
・
六
・
三
〇
判
時
二
三
〇
九
・
五
八
、
壽
タ
ク
シ
ー
事
件
大
阪
高
判
平
二
八
・
六
・
一
七
、
エ
ム
・
ケ
ー
タ
ク
シ
ー
事
件
大
阪
高
決
平
二
七
・
一
・
七
判
時
二
二
六
四
・
三
六
。
（
（
）　
国
土
交
通
省
「
タ
ク
シ
ー
公
定
幅
運
賃
の
見
直
し
に
つ
い
て
」（
平
二
八
・
一
〇
・
二
一
）。
（
（
）　
下
限
割
れ
事
業
者
の
中
に
は
、
上
記
の
国
土
交
通
省
に
よ
る
公
定
幅
運
賃
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
従
来
の
下
限
割
れ
運
賃
で
の
タ
ク
シ
ー
営
業
を
転
換
し
、
新
特
措
法
上
の
公
定
幅
運
賃
の
指
定
の
範
囲
内
に
お
け
る
運
賃
で
の
タ
ク
シ
ー
営
業
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
者
も
あ
る
─
例
え
ば
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
平
三
〇
・
三
・
一
付
け
八
六
〇
号
で
は
、
大
阪
と
神
戸
の
運
賃
改
定
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
